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行事の見直しに取り組んだ実践 

岐阜市立長良中学校 

１．目標 

「①児童生徒につけたい力や教育的効果等を考慮し、行事を精選している（セルフチェックシートよ

り）」に関する課題を踏まえ、運動会や合唱発表会等の行事の見直しを通して、生徒につ

けたい力や教育的意義を見直し、教育的効果をできるだけ落とすことなく、かつ教職員

の業務改善を図る。 

２．実践の内容 

・行事の見直し 

・合唱発表会での取組の例（運動会でも同趣旨の見直しを行った。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価結果 

【取組内容】9月の運動会の内容をコロナ禍以前に戻すことなく必要な見直しを行ったり、

12月の「合唱」を担任の負担を軽減した形で開催したりした。 

・９月～１２月の勤務時間（全職員）を平均２時間軽減することができた。 

・令和４年４月の残業時間が４５時間以上だっ

た教員のうち、令和４年度に対し、令和５年

の９月～１２月の残業時間を半数以上の教

員が軽減させることができた。 

・行事を見直すことで 11月、12月に「年休取

得強化月間」を設けることができ、8 割以上の教員が、予め申請することで月初めから

時間割を編成し直し、計画的に年休を取得することができた。 

４．成果と課題 

（１）成果・・・子供たちの実態に応じて「どのような行事を通してどのような力をつけ

ていけるようにすべきか？」を検討の中心にすることで、これまでの生徒に負担を

かけていた部分を見直すことができた。また、それが教師の負担になっていたこと

が分かり、業務改善につなげることができた。同時に三者懇談の見直し、部活動の

見直し、ＩＣＴの活用なども効果を上げることができた。 

（２）課題・・・前年踏襲で取り組んでいる行事についてさらに見直していく。 

 9月 10月 11月 12月 平均 

R4 65 61 54 48 57 

R5 63 58 53 48 55 

表 9月～12月の全職員の残業時間比較 


